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1. 1. 1. 1. 背景・目的背景・目的背景・目的背景・目的    
太陽光発電(PV)システムは，メンテナンスフリーを売り
としてきたが，現実にはアレイにかかる日陰，汚れ・劣化
の影響，パワーコンディショナの故障・調整不良・出力絞
り，PV施工不良等により期待された性能が発揮されないケ
ースがある。そのため今後は，PVの生涯管理が重要な課題
となってくると考えられ，本研究は，PVシステムを運用管
理する上で最も重要な運転・故障診断方法として活用する
ことができる，"PVシステムの損失を分離・評価"すること
を目的としてきた。本研究室では，PVシステムの計測デー
タを用いた，簡易的な損失分離可能な評価方法の一つとし
て， Sophisticated Verification(SV)法を開発してきた
[1][2][3]。本報告では，JQA(日本品質保証機構)によりまと
められた，NEDO フィールドテスト(FT)事業(公共用)のデ
ータを SV 法により解析した結果と，現地調査によるパワ
ーコンディショナ(以下インバータ)による電圧上昇抑制運
転状態の実例との比較検討について報告する。 

    
2. 2. 2. 2. SVSVSVSV 法の概要法の概要法の概要法の概要    

SV法は，システムの基礎情報(緯度・経度・傾斜角など)をもと

に，比較的簡単に計測可能である 4 つのデータを用いて，8 種

類のシステム損失割合を抽出することのできる評価方法である

[1][2][3]。必要計測データ・損失過程は以下の通りである。 
～計測データ～ 
① 傾斜面日射量   ：HA [kWh/m2] 
② アレイ出力電力量  ：EA [kWh] 
③ システム出力電力量  ：EP [kWh] 
④ モジュール温度   ：TC [℃] 

～損失過程～ 
① 日陰による損失    ：λHS 
② 入射角依存性による損失   ：λPI 
③ 温度の影響による損失   ：λPT 
④ 負荷整合等による損失   ：λPM 
⑤ 直流回路による損失   ：λPA 
⑥ 汚れ・劣化・定格容量誤差などによる損失 ：λPO 
⑦ パワーコンディショナスタンバイ損失 ：λCS 
⑧ インバータによる損失   ：λC 

    
3.3.3.3.        電圧上昇抑制電圧上昇抑制電圧上昇抑制電圧上昇抑制運転状態運転状態運転状態運転状態の現地調査による実例の現地調査による実例の現地調査による実例の現地調査による実例    
3.1 福岡県のサイト(サイト１) 
3.1.2 システム概要 

① アレイ定格容量 ：10.152 [kW] 
② 所内変圧器   ：150 [kVA]，6,600/210 [V] 
③ インバータ定格 ：4.4×2 [kW] 

3.1.3 現地調査結果 
① 夏季の天気の良い日にインバータ電圧が上昇し，
電圧抑制機能が働いていた。 
② 昼間の照明を負荷としており，システム定格に対
して，軽負荷である。 

③ 受電電圧の点検記録 
・2001/6/14  6,600 [V]    
・2001/7/13  6,800 [V] 
・2001/8/9   6,800 [V] 
・2001/9/14  6,750 [V] 
・2001/10/15 6,700 [V] 
以上のように，8～11月の間で受電電圧の上昇により，



電圧上昇抑制機能が働いたと考えられる。 
 
3.2 宮城県のサイト(サイト 2) 
3.2.1 システム概要 
① アレイ定格容量 ：10.500 [kW] 
② 所内変圧器   ：50 [kVA] 
③ インバータ定格 ：10 [kW] 

3.2.2 現地調査結果 
① 2001/7 の天気の良い日にインバータ電圧が上昇
し，電圧上昇抑制機能が働いていた。その後，8，9
月と同じ事象が見られた。 
② インバータの自動電圧調整タップの設定値が最低
値となっていた。電圧上昇抑制機能設定タップ切り
替えは 222V～229(1V刻み)で 222V設定。 

③ 受電電圧は，夏季，冬季の需要の多い時期に 6700
～6900Vとなっていた。 
以上のように，2001/7～9月の間で設定値が低いため，
電圧上昇抑制機能が働いたと考えられる。図図図図 1111に，1999/8
の傾斜面日射量とアレイ出力電力量・システム出力電力
量との相関図を示す。点のばらつきから分かるように，
日射量があるにもかかわらず，アレイ・システム出力が
抑制されていると予想される。 
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図図図図 1111    傾斜面日射量とシステム出力電力量との相関図傾斜面日射量とシステム出力電力量との相関図傾斜面日射量とシステム出力電力量との相関図傾斜面日射量とシステム出力電力量との相関図    

    
4.4.4.4.    SVSVSVSV 法解析結果法解析結果法解析結果法解析結果    
図図図図 2222にサイト１における，SV法解析結果を示す。期間は，

1998/4～2000/12 で月間のシステム出力係数と各損失割合
をあらわしている。電圧上昇抑制機能が働いたと思われる
毎年 8 月～10 月に，負荷整合の損失が大きくなっており，
電圧上昇抑制機能によって，システム出力が絞られる損失
は，負荷整合に含まれることが分かった。負荷整合損失の
増加により上記事例の発見が可能であることを示唆できた。 
図図図図 3333にサイト 2の 1998/11～2000/10における SV法解析結
果を示す。1999/8，9 とスタンバイ損失が極端に多いこと
が分かる。これは，電圧上昇抑制機能によりインバータが
停止していることによる影響である。他の 1999/12～
2000/2，2000/8，7は負荷整合が多く，図１図１図１図１のような現象が
みられ，電圧上昇抑制機能が働いていると予想できる。逆
に，1999/11 などにはこの傾向は見られず，正しく評価で
きていることが確認できた。2 つの事例から，負荷整合損
失とスタンバイ損失の評価により，インバータによる電圧
上昇抑制の発見とその定量的な評価ができることが示せた。 
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図図図図 2222    SVSVSVSV 法解析結果法解析結果法解析結果法解析結果((((サイトサイトサイトサイト 1)1)1)1)    
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図図図図 3333    SVSVSVSV 法解析結果法解析結果法解析結果法解析結果((((サイトサイトサイトサイト 2)2)2)2)    

    
5.5.5.5.    まとめまとめまとめまとめ    
 電圧上昇抑制運転状態と SV 法解析結果との比較をおこ
なった。電圧上昇抑制機能により，インバータが完全に停
止する場合には，スタンバイ損失が増加する。また，停止
はしない，もしくは 1 時間の積算間隔より短いスパンで停
止起動を繰り返す場合，負荷整合の損失が増加することが
確認できた。2 つの損失の傾向よりインバータの電圧上昇
抑制を発見することができることが分かった。また，その
相対的な値より定量的な評価も可能であり，SV法を使用す
ることにより，運転診断・故障診断を行えることを示せた。 
 今後は，電圧上昇抑制による損失は，本来負荷整合に含
まれる損失であるため，実際の事例と照らしあわせ，時系
列の情報などを取り入れることにより，スタンバイ損失に
含まれていた損失を分離し，更なる詳細な，運転管理評価
方法を確立していく。 
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